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岡崎市の最低気温の変化
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（資料2)

としているが、観葉植物として

栽培されているビオラなどのス

ミレ類も好んで食することか

二ら、市内の各所で発生が見られ

るようになった。岡崎市の冬季の最低気温が 一 3℃~- 5 ℃を下回った日数のグラフ

1997年の夏期に15頭が記録され

たことを考えると、本種の越冬

可能な最低気温は、一4℃を境

界にしているように思える。

● 1998年、99年は、一4℃以下

の日数は、暖冬期と大差なく、

多数の個体が発牛するようにな

った。

•本種の食草は、自然状態で分

布しているスミレ類を主な食草

年 度 '78 '79 '80 '81 '82 '83 '84 '85 '86 '87 '88 

ツマグロヒョウモンの
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

記録数

年 度 '89 '90 '91 '92 '93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 

ツマグロヒョウモンの
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ 1 4 1 15 123 116 

記録数

（資料3) 年別のツマグロヒョウモンの記録数

5考察

● 1986年から94年までの暖冬によって、紀伊半島

や静岡県などの暖かい地方に生息していた本種

は、分布域を北上したものと考えられる。

● 1994年に岡崎市で1頭が採集されたが、他にも

少ないながら市内に生息していたと考えられ

る。

● 1995年夏期には、市内で数頭の個体が採集され、

前年に越冬した個体からかなりの数の個体が発

生したと思われる。

● 1995年12月から1996年の 3月にかけて寒い日が

続き、前年の夏期に発生した個体の多くは死滅

したと考えられる。しかし、わずかな個体は、

越冬できたと思われ、1996年には、 1頭の本種

が採集された。

● 1996年は、一3℃以下の日数は1986年以前とあ

まり変化はないが、一4℃以下の日数は、1986

年から1994年までの暖冬の期間と変わりなく、

6.おわりに

2000年も岡崎市にツマグ ロ ヒョウモンは多産し

た。私が勤める岡崎市立井田小学校の校庭の花墳

には、ほぽ毎日、数頭の個体が飛来していた。そ

して、花壇に植えるためのビオラの若葉に次から

次へと産卵を繰り返している本種の雌を見ている

と、今からちょうど30年前に沖縄で初めて見た本

種の産卵の光景が想起され、岡崎市でこの光娯が

見られることに感動をおぽえた。

地球の温暖化が、このような形で現れているこ

とを喜んでよいのか、環境の悪化の現状として悲

しむべきことなのか、複雑な気持ちである。しか

し、昆虫愛好家としては20冊紀末から21批紀元年

の最低気温が余り下がらず、21世紀の夏も本種が

自由に飛び回っている姿を見たいという気持ちで

いっぱいである。
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オオシモフリスズメを岡崎市で採集

オオシモフリスズメ(Langia zenzeroides

nawai)は体が太く、 わが国で最も巨大なスズメ

ガとして知られている。 分布は九州、 四国、 本州

で愛知県はその東限となっている。

愛知県内の尾張部では、 犬山市、 瀬戸市、 三河

部では、 北設楽郡東栄町、 渥美郡渥美町、 豊田市、

西加茂郡小原村、 藤岡町、 東加茂郡足助町が知ら

れている。

今回、 岡崎市奥殿町で採集したので、 報告する。

岡崎市では、 初めての記録と思われる。 なお、 同

定や資料の提供をしていただいた三浦重光氏並び

に大平仁夫氏に厚くお礼申し上げる。

標本： 1早， 愛知県岡崎市奥殿町 標高(68m ),

14- IV -2000, 鈴木採集（図の標本） ； 1

早、 27-IV -2000, 鈴木採集。

鈴 木 栄

引用文献

江崎 梯三ほか

(1971)原色日

本蛾 類図鎧
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田中 蕃ほ か

(1991)愛知県

の昆虫（下）。

（愛知県農地林

務部自然保護

課）

三浦 菫光(1985)新編岡崎市史自然14 蛾類。
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14. Dalopius patagiatus (Lewis. 1894)クロスジ

ヒメコメッキ（図1 A)

標本：1 t. 静岡市安倍峠 ． 8-VII, 隆。

静岡県からは多比良嘉ほか(1999)が竜頭山

（南ア）から記録している。 一般外形は前種に類

似しているが、 より小形で触角もより短い。 図は

体長5 mmの雄個体。

15. Ectinus insidiosus (Lewis. 1894)キアシクロ

ムナボソコメッキ

標本： l早 ． 静岡市大谷崩 ， 8-VII, 隆。

静岡県からは大平(2000a)が富士山から、 大

平(2000b)が静岡市大谷崩と静岡市サワラ島か

ら記録している。

16. Melanotus (Melanotus) legatoides Kishii,

1975 ヒメクシコメッキ（図1 F)

椋本： l早 ， 静岡市窟士見峠 ， 8-VII, 隆。

各地に広く分布する種である。 静岡県からはこ

れが最初の記録と思われる。 図は体長17mmの雌個

体。

17. Melanotus (Melanotus) Jega tus lega tus

Candeze, 1860 クシコメッキ

標本：1 d' ， 静岡市瀬名 ， 13-V, 桂ー。

18. Melanotus (Melanotus) annosus Candeze.

1865 クロツヤクシコメッキ

標本： 1早 ， 富士見宮市朝霧高原，1-VII, 桂ー。

各地に広く分布する種であるが、 静岡県からは

これが最初の記録と思われる。

19. Melanotus (Melanotus) fortnumi fortnumi 

Candeze, 1878 マルクビクシコメッキ

標本：1 d'' 富士宮市朝霧高原 ， 1-VII, 杜ー。

静岡大学農学部におられた故吉田正義先生が、

M. caudex Lewis. 1879の学名で幼虫や成虫の研究

をされた種である。

20. Melanotus (Spheniscosomus) cete cete 

Candeze, 1860 アカアシオオクシコメッキ

標本： l早， 静岡市瀬名，13-V, 桂ー。

21. Displatynychus adjutor (Candeze. 1873)

アカアシハナコメッキ

標本：1 d'' 静岡市瀬名 ， 13-V, 柱ー。

河川敷などの砂地帯の畑や草地でよく見かけら

れる種である。 静岡県からはこれが最初の記録と

思われる。
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(2000b)栗原 隆氏採取の静岡県産コ

メッキムシ。 三河の昆虫，（47): 483-484. 

東 浩司（1999)杉本可能氏の採取による静岡県

産コメッキムシ。 静岡の甲虫， 11 (112) : 55. 

多比良嘉晃・加藤 徹•松本雅道(1999)竜頭山

の甲虫類。 静岡の甲虫 11 (112) : 10-2, 4pls. ，

愛知県でマルツヤマグソコガネと
コケシマグソコガネを採集

金 田 吉 品 城 殿 土
u
‘‘
ー

筆者らは、 愛知県では未記録と思われる下記の

2種のマグソコガネを採集することができたの

で、 ここに記録する。

1 .  Aphodius troitskyi Jacobson 

マルツヤマグソコガネ

標本：一宮町本宮山， 3exs., 10-VI-2000. 

2 .  Myrhessus samurai Balthasar 

コケシマグソコガネ

標本：豊田市平井， lex., 4-V-2000. 

参考文献

愛知県農林務部自然保護課(1990)愛知県の昆

虫（上） ．
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ナガサキアゲハ幡豆町や吉良町で採集

ナガサキアゲハが渥美半島や知多半島に分布する

記録は多くありますし、 筆者も知多半島内海での

記録は、 本誌47号(2000)に報告しました。 しか

し、 幡豆町や吉良町での記録はまだ無いと思われ

ますので、 ここに報告します。

1. 採集場所：吉良町宮崎、 県逍316号線沿い

（夏型2 d'採集、 夏型 1辛確認） ；宮崎山頂、

夏型 3 d'確認。

採集日：7-IX-2000.

2. 採集場所：幡豆町東幡豆中柴（浜ノ山） （夏

小 野 健

型2 6'2早採集） ；愛知こどもの国で飛翔中の

2 6'を確認。

採集日： 8-IX-2000. 

3 . 採集場所：幡豆町束幡豆洲崎西池（夏型14 6' 

を確認、 12 6'を採集）。

採集日：10-IX -2000. 

以上のことから、 本種は幡豆町に土将している

と考えられます。 ここでは、 ミカン畑では見られ

なく、 竹薮の周辺で多く見られました。

城殿 浩氏採集のコメッキムシ(2000年）

岡崎市の城殿 浩氏から、 同氏が採集されたコ

メッキムシの資料の提供をいただいたので、 ここ

に記録する。 城殿氏の厚意にこころから感謝の意

を表する。

「愛知県」

1. Dennticollis nipponensis Ohira. 1973

ニホンベニコメッキ

標本： 1 J'' 稲武町面ノ木峠， 27-V-2000.

2. Displatynychus adjutor (Candeze. 1873)

アカアシハナコメッキ

標本： l早， 竺河本宮山， 18-V-2000.

「岐阜県」

1. Parathous comes comes (Lewis. 1894)

ャイロツヤハダコメッキ

標本： l孔坂内村品又峠 ， 22-VII -2000. 

2. Ectinus insidiosus (Lewis. 1894)

キアシクロムナボソコメッキ

標本：4exs., 22-VII-2000. 

図1 ;ホソコマメコメッキ

大 平 仁 夫

「長野県」

1 .  Agr y p n u s  

(Co/au/on) sc rofa 

sc rofa (Candeze. 

1873) 

ヒメサビキコリ

標本： 3 :!'2早，

3-V-2000.

2. Yu k oa na

terukoe Kishii. 1961 

ホソコマメコメッキ

（図1)

標本：3exs., 21 -V -2000. 

体長3.5mm内外で黒色、 楕円形状の種である。 中

祁から近畿地方の山地の広葉雑木林に分布してい

る。 長野県からはこれが最初の記録と思われる。

3 .  Vuil l etus viridis viridis (Lewis. 1894) 

ミドリヒメコメッキ
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標本： 1早， 野沢温泉毛無山，21-v-2000.

4. Cardiophorus pinguis Lewis. 1894

クロハナコメッキ

標本：lex., 21 - V - 2000. 

5. Paracardiophorus opacus (Lewis. 1894)

クロコハナコメッキ

標本：2exs． ， 大鹿村塩川， 3-V-2000.

カメムシ類の最近の記録から

浅 岡 孝 知

愛知県で確認されているカメムシ類の中で、 記 きたことを示唆していると思われる。

録しておいた方がよいと思われる次の種について 豊橋市天伯町 10-IV-2000, 1 J' 

報告する。

1. シロヘリクチプトカメムシ

Andrallus spinidens (Fabricius. 1787)

本種はミナミトゲヘリカメムシParadasynus

spinosus Hsiao, 1963と同様に南方系の種であり、

大型で目につきやすいことから各地で記録される

ようになってきている。

本種の既知産地は、 豊橋市・ 岡崎市・安城市・

2 . ウシカメムシ

Alcimocoris japonensis (Scott. 1880) 

本種は県内広く分布していることが判明してい

るものの個体数は少ない種である。 名古屋市内で

確認されている。 都会でもセミに関係して見いだ

されることがあるとの報告例がある。

名古屋市東区主税町 24-I-1998, lex. 

豊田市である。 これまでの記録は秋季が多い。 箪 3. ヒメジュウジナガカメムシ

者は豊橋市において、 4月に記録することができ Tropidothorax belogolowi (Jakovlev. 1890)

たので報告する。 このことは越冬の可能性がでて 本種は出現期が秋季に多く見いだされることか

葉上で静止するシロヘリクチプトカメムシ

ら、 記録が少ないが比較的個体数は多い。 名古屋

市で確認されている。

名古屋市緑区大高緑地公園 3-XI -2000, 4exs. 

2と3については、 蜘蛛類研究家の小笠原幸恵

氏の採集であり、 標本は筆者が保管している。 末

尾ながら、 快く恵与くださった小笠原氏に感謝申

し上げます。
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岡崎市に分布する2種のゲンゴロウ

1999年6月に、 岡崎市の湿地を調査する機会が

あり、 主としてヒメタイコウチやハッチョウトン

ボなどの生息状態を調べたが、 その折りに下記の

2 種のゲンゴロウが見いだされたのでここに報告

する。 なお、 この調査に同行して支援をいただい

た三河野生動物研究会の永井 貞氏、 標本を同定

して種々のご教示をいただいた吸田市の北山 昭

氏に心から感謝の意を表する。

1. Agabus optatus Sharp. 1884

ホソクロマメゲンゴロウ（図A)

体長は7 mm内外。 黒色で光沢を有し、 触角や小

顎肢は黄褐色、 肢は黒褐色で、 付節は暗褐色であ

る。

森・北山(1993)の図説では「頭頂に1対の暗

赤紋をもっ」とされているが、 この標本では赤紋

は判然としない。 なお、 この種は前記の森・北山

の図説でクロマメゲンゴロウとして図説されたも

のと同じということである。 本種の愛知県での分

布は佐藤(1 990) によれば、 稲武町の月ヶ平と豊

田市明治ダム下から記録されている。 また、 長谷

川(1996a) は 稲 武町面ノ木峠から、 長谷川

(199b)は説楽町の神田 一 の谷林道、 裏谷、 西納

倉から記録されているので、 本種は湧き水のある

清水域には広く分布しているようである。

標本：2exs., 固崎市小呂町， 13- VI-1999, 大

平採集。

2. Rhantus erraticus Sharp, 1884 

オオヒメゲンゴロウ（図B)

体長は12mm内外。 体はやや扁平状で暗褐色。 頭

部の前頭部、 前胸背板の中央部には判然としない

黒斑を有し、 上翅には黙色の不規則な縞状紋を密

A 
ホソクロマメゲンゴロウ

大 平 仁 夫

-·-
オオヒメゲンゴロウ

に生ずる。 小顎肢と触角は褐色である。

北山氏のご教示によれば、 本種は個体数が少な

く、 愛知県からは未記録種と思われるということ

である。 また、 本種は林内の落ち葉がたまったよ

うな暗くて浅い池によく見られるということであ

るが、 このたび見いだされた場所も、 日当たりの

悪い湿地の浅い小川であった。

標本： 2exs．， 岡崎市小呂町， 13-VI-1999, 大

平採集。

引用文献

長谷川(1996a)稲武町史 — 自然 — 資料絹：18 9.

（稲武町）

(1996b)稲武町誌 ー 自然編 ー 資料：457.

（設楽町）

森 正人・北山 昭(1993)図説日本のゲンゴ

ロウ。（文ー総合出版）

佐藤正孝(1990) 愛知県の甲虫類（ 1)。 愛知の

昆虫（上） ：204-23 1.（愛知県）
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愛知県とその周辺で得たチャグロマグソ
コガネとイシダマグソコガネについて

城 殿 牛
口

‘
`
‘、

竿者はこの冬、 これまでに採集したマグソコガ

ネ亜科を整理したところ、愛知県では記録が少な

い2種のマグソコガネを得ていることが分かっ

た。 また、 県外でも複数の地域でこれらの種を得

ていたので、 ここに報告する。

1. Aphodius isaburoi Nakane

チャグロマグソコガネ

「愛知県」足助町寧比曽岳， 14 -IV -1994

(lex.) ；富山村八岳山， 2-IV-1995 (2exs.) ;富

山村日本ヶ塚山， 16-IV -1995 ( 5exs.) ; 一 宮

町本宮山， 9-IV-2000 (lex.). 

「岐阜県」福岡町ニツ森山， 12-IV-1992

(35exs.) ;坂内村池之又， 29-X -1994 (llexs.). 

「静岡県」静岡市甚ヵ行峰 ， S -X I -1998

( 2 e x s.) ;水窪町奈良代山， 26 - I V -19 92

(3exs.) ;中伊豆町遠笠山， 25-XI-1995 (41exs.). 

「長 野惧」飯島町シオジ平， 2 8 - I V - 1996

(lex.) ;浪合村蛇峠山， 18-IV-1998 ( 7exs.) ; 

喬木村赤石峠， 17-IV-1999 (lex.). 

「滋賀県」多賀町霊仙山， lO-X-19 94

(20exs.) ;朽木村生杉 ， 21-XI -1999 (Sexs.). 

「奈良県」野迫川村荒神岳， 8-IV-2 0 0 0

(40exs.). 

2. Oxyomus ishidai Nakane

イシダマグソコガネ

「愛知県」富山村日本ヶ塚山， 16-IV-1995

(4exs.). 

「岐阜県」福岡町ニツ森山， 12-IV-1992（多

数）．

「静岡県」水窪町奈良代山， 26-IV-1992

(2exs.). 

「長野県」浪合村蛇峠山， 18-IV-1998 (2exs.). 

参考文献

愛知県農林務部自然保護課（1990)愛知県の昆

虫（I).

末尾ながら、 これらの種の同定について指禅を

頂いた岡崎市の金田吉高氏、 および記録について

教えて頂いた農橋市の長谷川道明氏に感謝の意を

表する。

安城市でナガサキアゲハと
クモガタヒョウモンを記録

小 鹿 デ

箪者は安城市内において未記録と思われるチョ VON SrnoLD 

ウ2種を、 勤務する安城市窃明祥中学校（安城市 《データ》1 d'目撃 2000年7月15日

東端llf［大久手）において、 目撃・採集しているの 校舎の制に迷い込んできたようで、 しばらく出

で記録として報告する。 口を探しながら中庭を2~3回飛び同ると、 校舎

1 ナガサキアゲハ Papilio memnon thungergii を飛び越えていった。 残念ながら、 手元に捕虫網
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もなく高い位置を飛んでいたので、 採集できなか

ったが、 鮮度の良さそうなりであった。

ナガサキアゲハは近年、 県内でも多く目撃・採

集されており、 その動態が注目される種である。

特に知多半島や幡豆郡での記録が多いようだが、

籠者も5月17日にミカワオサムシの採集のため

に、 知多郡南知多町へ行った際に現地で 1 J'を採

集している。

1 クモガタヒョウモン Nephargynnis anay-

-517-

omene ella BREMER ると考えられる。 しかし、 本種はこれまで西三河

《デー タ》1 d' 2000年10月10日

校舎内に入って、 廊下の天井に静止していると

ころを見つけたが、 すでに大破していた個体であ

る。 おそらくは、 本米の発生地である低山地から

平野部へ移動してきたもので、 大型ヒョウモン類

にしばしば見られる秋季の里降り現象の一つであ

の平野部ではほとんど記録されたことのない種

で、 安城市が平野の真ん中にあることから、 かな

りの距離を移動してきたものと考えられる。

三河地方の古きよき時代

三河昆虫研究会の前身は、 1951年前後に岐阜の「東海昆虫同好会」や「濃飛昆虫同好」など

が合併して誕生した「中部昆虫同好会」で、 本部は故神谷一男先生の研究室があった愛知学芸

大学安城分校である。 その発足の趣意書の名文がみつかった。 当時は皆若くて希望に燃えてい

た古きよき時代であった。 趣意書の発行は1951年12月である。 年会費は300円で100円づつ分納

できた。

中部昆虫同好会趣意書
中部地方は裏にアルプスの連峯ど数知れぬ未開拓の山々が

我々を待つている。 日木一の昆虫の宝庫を目前に控へ、 そ

の上日木中心部であリ、 北方の山々に、 また南方の山々に
その夢を自在に走らす事が出来非常に恵まれた位置にある

事は皆様の週知の事である。 この土地にあつて昆虫熱が泉

の如く湧き出て来ないのが不思議である。 木同好会は中部

の昆虫同好会がお互に連絡L助け合い我々の力で此の中部

の昆虫を開拓して行き且つ自然に対する豊かな常識を養い、

ひいては将来に対する一土台どもなリ学会にも寄興したい。

同好者よ来れ！！ お互に苦しみお互に協力し合つて行こう

ではないか。 皆様の御援助によつて木会が健全なる発展を

遂げる事を確信する。 一人でも多くの同好者に御紹介の上

御協力下さるようお願いするものである。

発起人一同
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図1. 1965年秋岡崎市「オカダヤ」で三河昆虫研究会等

で開催した「沖縄の蝶と三河の昆虫展」の会場にて。

図3. 1967年頃人平先生（後夕U中央）らと三河湾の「篠

島」の昆虫調杏に向かう船r．でのひととき（私は後

列の右）。

暫く虫屋生活をしていると、 私でもたまには新

種を発見して、 学会に貢献することもある。 三河

地方から大平先生によって記載された「ミカワサ

ビキコリ」と「ミドリヒメコメッキ」の2種がそ

うである。 だからこの世界は面白いことが時々や

って来るから辞められなくなるのである。

私の日常の採集地は愛知県下であるが、 たまに

は長野県や北海道、 沖縄方面まで出掛けたりして

いる。 それでも一 番関心を抱くのはやっぱり地元

愛知県である。 とりわけ三河湾の島嶼が好きで、

浅岡孝知氏と何度も調査に出掛けたりした。 そし

てこの成果は10年前に「三河湾島の昆虫」として

自費出版という形でひとまず締めくくった。 その

図2. 1999年夏。「知立市図書館」で私の収集品で開い

た「あいちの昆虫探検展J。

因4. 1969年夏。 長野県「車山」にて三河昆虫研究会の

採仇会で案内役の私（左端）。

時、 研究会の皆さんからは出版のお祝いをして戴

いたので本当に嬉しかった。 このことは生涯忘れ

ることができない思げ出である。

私もこの年になって、 昆虫の世界は本当に奥が

深いことを実感するようになった。 長年やってい

るにも係わらず、 未だに素人昆虫家である。 今日

も多大な標本や文献の整理に追われてくたくたに

なっている。 これは一 体何であろうか。 昆虫がや

たらと好きなだけで何の理由もない。 しかしこう

した人生も決して悪くないと思う。 だからこそ、

明日もまた昆虫の世界で暮らす自分が、 きっとそ

こにあるに違いない。




